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や首子弟

「
重
点
支
援
機
」
の
指
定
を
受
け
て

母
校
富
士
森
高
校
は
変
わ
り
ま
す
。

富
士
森
高
等
学
校
校
長

佐
　
藤
　
公
　
作

本
校
は
、
今
ま
で
の
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
平

成
十
九
年
度
ま
で
　
「
重
点
支
援
校
」

と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
「
重
点
支

援
校
の
指
定
」
　
は
、
東
京
都
教
育
委

員
会
の
施
策
の
ひ
と
つ
で
、
「
自
律
的

な
改
革
を
進
め
て
い
る
学
校
や
改
善
へ
の

取
り
組
み
に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
学
校
を

指
定
す
る
こ
と
で
、
学
校
の
個
性
化
・
特

色
化
を
一
層
促
進
し
っ
つ
、
他
の
都
立
高

校
へ
も
自
律
的
改
革
の
波
及
効
果
を
生
み

出
し
、
都
民
に
倍
額
さ
れ
る
魅
力
あ
る
都

立
高
校
づ
く
り
を
進
め
る
。
」
　
と
い
う
趣

旨
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

「
重
点
支
援
校
」
　
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
で
、

本
校
は
こ
れ
か
ら
以
下
の
よ
う
な
支
援
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
「
人
」
　
の
支
援
…
公
募
制
に
よ
る
人
材

の
配
置
等
②
　
「
物
」
　
の
支
援
…
施
設
設
備

の
優
先
的
処
置
等
③
「
金
」
　
の
支
援
…
予

○



算
の
重
点
配
布
④
　
「
指
導
」
　
の
支
援
…
各

種
研
究
校
へ
の
指
定
や
教
育
活
動
へ
の
具

体
的
な
指
導
助
言

昭
和
十
六
年
八
王
子
市
立
高
等
女
学
校

を
前
身
と
し
て
い
る
本
校
は
、
保
護
者
や

地
域
か
ら
は
伝
統
と
実
績
が
あ
る
穏
や
か

で
落
ち
着
い
た
学
校
と
し
て
の
評
価
が
あ

り
、
高
校
改
革
が
進
む
中
、
地
域
に
根
ざ

し
た
学
校
と
し
て
存
続
し
て
い
ま
す
。
生

徒
や
保
護
者
か
ら
は
「
希
望
す
る
進
路
の

実
現
」
と
　
「
健
全
な
人
間
関
係
の
確
立
」
、

「
楽
し
さ
と
成
就
感
の
あ
る
高
校
生
活
」
　
へ

の
期
待
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
富
士
森
高
生
一
人
一
人
が
本
来
も
っ

て
い
る
潜
在
的
な
能
力
や
将
来
の
可
能
性

「
（
F
畳
m
O
r
T
A
b
i
－
i
t
y
）
」
を
伸
ば
し
、
人
間▲校長室にて

性
を
高
め
、
多
様
な
進
路
実
現
に
応
え
る

教
育
計
画
を
F
A
達
成
プ
ラ
ン
と
し
て
策

定
し
ま
し
た
。
こ
の
「
F
A
達
成
プ
ラ
ン
」

は
、
生
徒
が
学
習
等
に
対
し
て
実
力
を
つ

け
、
自
ら
の
可
能
性
を
見
出
し
、
自
信
を

持
ち
、
進
路
希
望
の
実
現
を
目
指
す
プ
ラ

ン
で
す
。
こ
れ
に
基
づ
く
重
点
的
な
教
育

活
動
が
重
点
支
援
校
の
内
容
で
、
概
要
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

□
学
習
指
導
の
充
実
と
学
力
の
向
上

生
徒
に
自
分
の
学
習
上
の
課
題
を
発
見

さ
せ
る
と
と
も
に
学
習
へ
の
展
望
と
意
欲

を
も
た
せ
、
希
望
す
る
進
路
を
実
現
す
る
。

そ
の
た
め
、
実
力
が
つ
く
授
業
へ
の
改
善
、

さ
ら
唐
、
日
常
的
な
補
習
や
長
期
休
業

中
の
底
学
指
導
等
に
よ
り
受
験
に
対
応
で

き
る
学
力
を
身
に
つ
け
る
。

ロ
希
望
す
る
進
路
の
実
現

進
路
指
導
部
・
学
年
の
連
携
を
中
心
に

三
年
間
を
見
通
し
た
系
統
的
な
進
路
指
導

を
行
－
ち
そ
の
た
め
、
分
野
別
進
路
ガ
イ

ダ
ン
ス
や
大
学
等
に
よ
る
模
擬
授
業
を
充

実
し
た
り
、
大
学
と
の
連
携
を
進
め
る
。

〓
部
活
動
・
学
校
行
事
な
ど
特
別
活
動
の

活
発
化
部
活
動
へ
の
加
入
を
促
し
、
活
動
の
参

加
率
を
高
め
る
な
ど
し
て
、
部
活
動
を
活

発
に
す
る
。
ま
た
、
生
徒
会
や
各
種
委
員

会
等
の
自
治
的
活
動
に
積
極
的
に
参
加
さ

せ
、
学
校
生
括
を
高
め
る
態
度
を
育
成
す

る
。
体
育
祭
や
歩
行
会
、
文
化
祭
な
ど
の

行
事
に
お
い
て
も
生
徒
に
工
夫
さ
せ
、
富

士
森
高
生
と
し
の
自
覚
と
誇
り
を
高
め
る
。

口
達
携
型
中
高
〓
頁
教
育
へ
の
取
り
組
み

体
験
入
学
や
部
活
動
の
合
同
練
習
、
中

学
の
受
け
入
れ
授
業
等
の
実
績
を
活
か
し
、

地
域
の
中
学
校
と
授
業
や
部
活
動
な
ど
教

育
活
動
の
交
流
、
生
徒
や
教
員
の
人
的
な

交
流
を
行
う
。
そ
れ
を
発
展
さ
せ
、
選
択

授
業
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
を
交
流

し
、
教
育
課
程
上
に
位
置
づ
け
る
連
携
型

中
高
一
貫
教
育
を
目
指
す
。

□
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
開
か
れ
た
学
校

づ
く
り
生
徒
と
P
T
A
に
よ
る
　
「
花
い
っ
ぱ
い

活
動
」
　
や
　
「
三
者
懇
談
会
」
、
地
域
の
高

齢
者
と
の
世
代
間
交
流
等
を
継
続
発
展
さ

せ
る
な
ど
し
て
、
生
徒
・
保
護
者
・
地
域

と
学
校
と
の
連
携
を
強
め
る
。

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
、
卒
業
生

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
・
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

伝
統
あ
る
同
窓
会
を
通
し
て
、
実
社
会
で

ご
活
躍
の
皆
様
の
指
導
者
と
し
て
の
人
材

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
地
域
や
同

窓
会
等
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
学
校
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
設
置
な
ど
を
図
り
、
同
窓
会
や
地
域
と

一
体
と
な
っ
た
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る

計
画
を
し
て
い
ま
す
。
是
非
と
も
、
社
会

で
ご
活
躍
の
皆
様
の
お
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
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介
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司
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H
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光
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場
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（
四
十
四
年
卒
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近
か
お
る
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卒
）

◎

クラス会・同窓会蘭書毒亡ん乃

古き良き友との再会、せつない思い出、

新ためての出会い‥・。こんな思いを込

めて、クラス会や同窓会を開いてみま

せんか。事務局までご連絡下さい。通

信費相当としてクラス会で5，000円、

同窓会で10，000円を補助します。


